
書
籍
を
中
心
と
す
る
当
社
の
輸
入
品
は
年
為
増
加
す
る
ば
か
り
で
、
従
来
の
第
四
丸
善
ビ
ル
で
は
、
甚
し
く
狭
院
と
な
っ
て
き
た
。

そ
の
上
に
都
内
、
殊
に
都
心
地
域
の
交
通
渋
滞
も
影
響
し
て
受
注
商
品
の
配
送
に
も
遅
延
を
生
じ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
社
ば
か

り
の
問
題
で
も
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
品
川
沿
岸
か
ら
大
井
・
大
森
一
帯
の
海
浜
を
埋
立
て
た
地
域
で
ま
だ
何
等
の
構
築
物
も
な
か
っ

た
京
浜
２
区
（
大
井
。
大
森
の
海
岸
）
を
輸
入
品
の
集
積
湯
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
倉
出
し
す
る
こ
と
に
し
た
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
司
社
長
は
、
ま
ず
「
腿
よ
り
始
め
よ
」
で
そ
の
一
区
劃
を
買
い
と
っ
て
、
そ
こ
に
当
社
の
配
送
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
こ
と

に
し
た
。

第
二
章
本
支
店
の
増
改
築

一
平
和
島
配
送
セ
ン
タ
ー
新
設
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こ
の
平
和
島
の
配
送
セ
ン
タ
ー
設
置
の
件
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
五
日
の
臨
時
取
締
役
会
で
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。
決
定
早
倉

実
施
に
移
し
、
次
の
通
り
完
成
を
見
た
。

所
在
地
東
京
都
大
田
区
平
和
島
五
丁
目
七
ノ
ー

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
地
上
四
階
塔
屋
一
階

建
築
延
面
種
七
、
七
七
六
。
一
一
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
、
三
五
二
。
二
八
坪
）



平和島配送センタ

工
事
費
二
億
八
、
五
四
○
万
円

着
工
昭
和
四
十
三
年
八
月
七
日

竣
工
昭
和
四
十
四
年
五
月
三
十
一
日

工
事
は
、
清
水
建
設
に
よ
っ
て
施
エ
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
は
書
籍
。
文
具
。
事
務
機
械
な
ど
を
集
積
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
機

械
力
。
動
力
を
使
用
し
、
直
接
的
な
人
力
を
能
う
限
り
節
約
す
る
よ
う
に
設
備
を

施
し
た
。
同
時
に
一
階
倉
庫
の
開
放
部
の
上
部
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
っ
た
ヒ

ー
タ
ー
を
取
り
つ
け
て
冬
季
寒
風
を
遮
断
す
る
設
備
を
し
た
点
な
ど
勤
務
者
の
労

苦
を
少
し
で
も
減
じ
る
工
夫
も
し
た
。

と
に
か
く
配
送
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ
っ
て
第
四
丸
善
ピ
ル
の
洋
書
倉
庫
が
こ

こ
に
吸
収
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
貨
物
一
切
の
入
出
庫
能
力
が
非
常
に
高
ま
っ
た
。

同
様
の
必
要
か
ら
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
京
阪
神
地
域
の
配
送
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
総
工
費
一
億
九
千
万
円
を
投
じ
て
大
阪
府
茨
木
市
大
字
郡
三
八
六
番
地

に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五
階
建
、
延
面
秋
四
、
八
二
五
・
一
○
平
方
メ
ー
ト

ル
（
一
、
四
五
九
・
七
坪
）
の
配
送
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
た
。
な
お
、
そ
の
敷
地

内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
一
階
建
二
○
七
・
○
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
六
二
・
六
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三
坪
）
の
厚
生
棟
を
新
築
、
社
員
の
厚
生
施
設
に
当
て
た
。

日
京
都
支
店
の
新
築

戦
災
を
免
れ
は
し
た
が
京
都
河
原
町
通
り
の
京
都
支
店
は
戦
後
ず
っ
と
木
造
二
階
建
て
で
あ
っ
た
。

(一）

二
支
店
の
増
改
築

京都支店

階
建
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
昭
和
十
五
年
十
二

月
、
三
条
通
り
か
ら
移
転
す
る
際
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
四
階
建
て
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
法
令
の
た

め
に
工
事
を
中
断
、
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
戦
後
当
然
改
築
の
必
要
を
認
め
て
い
た
が
、

本
社
及
び
擢
災
支
店
の
再
建
や
、
新
支
店
社
屋
の
新

築
に
お
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。
漸
く
、

羅
災
支
店
の
整
備
も
一
応
終
っ
た
の
で
、
昭
和
四
十

一
年
八
月
そ
の
新
築
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
京
都
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社
所
有

の
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二
条
上
ル
蒔
屋
町
二
五
九

番
地
所
在
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
・
地
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さ
て
、
京
都
支
店
の
工
事
は
二
階
に
喫
茶
コ
ー
ナ
を
新
設
す
る
な
ど
当
初
の
予
定
を
拡
大
し
た
が
、
昭
和
四
十
一
一
年
八
月
十
六
日
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
地
上
六
階
・
地
下
一
階
の
新
社
屋
が
竣
エ
し
た
。
延
面
積
一
一
一
、
八
一
一
七
。
二
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
、
一
五

七
。
七
三
坪
）
で
、
旧
店
舗
の
約
二
。
七
倍
、
売
場
面
穣
は
約
一
一
一
倍
と
な
っ
た
。
総
エ
費
二
億
一
一
、
三
○
○
万
円
を
要
し
、
施
工
は
清

水
建
設
大
阪
支
店
で
あ
っ
た
。

上
三
階
建
店
舗
延
六
一
一
一
一
。
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
八
五
。
六
七
坪
）
、
木
造
瓦
葺
二
階
建
住
宅
延
一
一
二
六
。
七
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
六

八
・
五
八
坪
）
を
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
翌
四
十
一
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
、
賃
借
の
契
約
を
結
び
、
こ
れ
を
仮
営
業
所
と
し

た
○

㈲
広
島
支
店
増
築

昭
和
一
一
一
十
六
年
四
月
七
日
広
島
出
張
所
は
広
島
支
店
に
昇
格
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
の
新
店
舗
を
開
店
し
た
こ
と
は
前
述

㈲
札
幌
支
店
の
増
改
築
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京
都
支
店
の
新
築
が
完
了
間
近
に
な
る
と
、
つ
づ
い
て
札
幌
支
店
の
増
改
築
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
札
幌
支
店
が
現
在
地
に
地
上
五

階
。
地
下
一
階
の
新
社
屋
を
建
築
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
は
子
会
社
の
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社
や
発

送
、
食
堂
、
倉
庫
等
に
使
用
し
て
い
た
社
屋
の
裏
側
の
木
造
一
一
階
建
二
棟
を
取
り
壊
し
、
そ
の
敷
地
に
地
下
一
階
。
地
上
五
階
を
増
築

し
て
本
屋
の
各
階
及
地
階
の
面
積
を
拡
げ
、
更
に
塔
屋
一
一
階
を
増
築
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
札
幌
支
店
の
面
積
は
延
面
積
三
、
八

○
一
。
○
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
、
一
四
九
。
八
二
坪
）
と
な
っ
た
。
工
事
着
手
は
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
十
日
、
完
成
は
同
年
十
一
一

月
十
日
で
、
総
工
費
一
億
三
千
万
円
、
エ
事
施
エ
は
、
清
水
建
設
北
海
道
支
店
で
あ
っ
た
。



た
Ｃ
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し
た
。
そ
の
当
時
、
す
で
に
将
来
の
発
展
に
備
え
て
基
礎
工
事
は
四
階
建
に
堪
え
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
。
予
想
通
り
業
務
が
発
展
し

て
来
た
の
で
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
一
一
十
日
の
臨
時
取
締
役
会
で
、
広
島
支
店
一
。
二
。
四
階
増
築
及
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
を
決

定
し
た
。
工
事
は
、
鹿
島
建
設
広
島
支
店
の
施
工
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
一
日
着
工
、
同
年
十
二
月
十
日
完
了
し
た
。
工
費
は
四
千
万

円
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
築
に
よ
っ
て
広
島
支
店
の
延
面
積
は
、
一
、
七
六
○
・
一
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
五
三
二
。
四
六
坪
）
と
な
っ



第
三
章
重
役
陣
の
異
動
と
機
構
の
改
革

取
締
役
の
異
動

1５９９

昭
和
四
十
一
年
の
重
役
陣
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

取
締
役
社
長
司
忠
、
常
務
取
締
役
永
井
弥
惣
兵
衛
、
飯
泉
新
吾
、
取
締
役
渡
辺
英
夫
、
上
田
憲
治
、
草
間
省
二
良
、
石
井

茂
夫
、
小
林
義
正
、
中
田
正
雄
、
疋
田
宇
三
郎
、
監
査
役
井
野
礼
二
、
一
一
一
次
健
太
郎

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
取
締
役
中
田
正
雄
は
常
務
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
附
務
取
締
役
は
、
永
井
弥
惣
兵

術
、
飯
泉
新
吾
、
中
田
正
雄
の
三
名
と
な
っ
た
。
ま
た
同
日
、
取
締
役
草
間
省
一
一
良
は
任
期
満
了
退
任
し
、
代
り
に
小
林
俊
亮
、
桜
井

喜
代
志
が
、
新
た
に
取
締
役
に
選
ば
れ
た
。

小
林
俊
亮
は
、
明
治
三
十
四
年
一
一
一
月
二
十
一
一
日
生
、
大
正
九
年
四
月
入
社
、
以
後
順
次
に
各
要
職
を
経
て
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
二
月

外
国
雑
誌
部
長
、
昭
和
四
十
年
九
月
人
事
部
長
と
な
っ
た
。
取
締
役
就
任
後
も
人
事
部
長
を
兼
ね
た
。

桜
井
喜
代
志
は
、
明
治
三
十
六
年
七
月
一
日
生
、
大
正
五
年
四
月
入
社
、
以
後
主
と
し
て
洋
書
部
門
を
勤
務
し
て
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
洋
書
仕
入
部
長
に
、
昭
和
四
十
一
一
一
年
三
月
輸
出
部
長
と
な
り
、
取
締
役
就
任
後
も
輸
出
部
長
を
兼
ね
た
。

昭
和
四
十
四
年
九
月
一
一
十
五
日
、
永
井
弥
惣
兵
衛
は
病
気
の
た
め
常
務
取
締
役
を
退
任
、
代
っ
て
上
田
憲
治
が
常
務
取
締
役
に
選
任




